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(57)【要約】
【課題】ブロックに対し、配管を取り付ける際に、共回 
りによって固定済みの配管の緩みの発生をなくすととも 
に、メンテナンス性の高い配管を提供すること。
【解決手段】内部に流路４１とその表面に流路４１の開 
放端４ａを備えたブロック４、４間を接続する、少なく 
とも２本からなる配管１であって、配管１Ａの他端側は 
、外向きフランジ１２を形成し、突合させ端面間に円環 
状ガスケット１３を介在させ、当該配管に挿通される周 
面に雄ネジ２０を形成し、外向きフランジ１２を当接す 
る雄ネジ部材２が配備されている。配管１Ｂの他端側に 
は、配管１Ａの他端側と同形状の外向きフランジ１２を 
形成し、当該配管に挿通される雄ネジ２０に螺合する雌 
ネジ３０を内周面に形成するとともに、外向きフランジ 
１２に係合する内向きフランジ３１を形成した袋ナット 
部材３を備えている。
【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 に 流 路 と そ の 表 面 に 流 路 の 開 放 端 を 備 え た ブ ロ ッ ク 間 を 接 続 す る 、 少 な く と も ２ 本  
か ら な る 配 管 で あ っ て 、
　 一 端 側 が 、 前 記 ブ ロ ッ ク の 開 放 端 に 形 成 さ れ た テ ー パ シ ー ル 部 に 当 接 す る テ ー パ 面 及 び  
該 テ ー パ 面 よ り 他 端 側 に 形 成 さ れ た 雄 ネ ジ 部 を 備 え 、
　 他 端 側 が 、 外 向 き フ ラ ン ジ を 形 成 し 、 突 合 さ せ 端 面 間 に 円 環 状 ガ ス ケ ッ ト を 介 在 さ せ 、
　 一 方 の 他 端 側 に は 、 当 該 配 管 に 挿 通 さ れ る 周 面 に 雄 ネ ジ を 形 成 し 、 前 記 外 向 き フ ラ ン ジ  
を 当 接 す る 雄 ネ ジ 部 材 を 、 他 方 の 他 端 側 に は 、 当 該 配 管 に 挿 通 さ れ る 前 記 雄 ネ ジ に 螺 合 す  
る 雌 ネ ジ を 内 周 面 に 形 成 す る と と も に 、 前 記 外 向 き フ ラ ン ジ に 係 合 す る 内 向 き フ ラ ン ジ を  
形 成 し た 袋 ナ ッ ト 部 材 を 備 え た 配 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ブ ロ ッ ク に 接 続 さ れ る ２ 本 の 配 管 の 間 に 、 第 ３ の 配 管 を 配 備 し 、 該 第 ３ の 配 管 は そ  
の 両 端 に は 、 外 向 き フ ラ ン ジ を 形 成 す る と と も に 、 前 記 雄 ネ ジ 部 材 又 は 前 記 袋 ナ ッ ト 部 材  
を 備 え た 請 求 項 １ に 記 載 の 配 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ３ の 配 管 は 、 少 な く と も 一 方 の 外 向 き フ ラ ン ジ が 端 部 に 後 付 け 可 能 に 構 成 さ れ て  
い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 配 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ブ ロ ッ ク 間 を 連 通 す る 配 管 に 関 し 、 特 に 継 手 機 能 を 備 え た ブ ロ ッ ク 間 の 配 管  
に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 部 に 流 路 を 備 え た 略 立 方 体 の ブ ロ ッ ク で あ っ て 、 少 な く と も そ の 表 面 の ２ 箇 所 に 内 部  
の 流 路 の 開 放 端 を 備 え る ブ ロ ッ ク 間 を 連 通 す る 配 管 は 、 広 く 様 々 な 分 野 で 活 用 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 図 ７ に 示 す 、 ブ ロ ッ ク ４ 及 び 配 管 １ ０ ０ で は 、 内 部 流 路 ４ １ の 開 放 端 に テ ー パ  
シ ー ル 部 ４ ０ と 雌 ネ ジ 部 ４ ３ を 形 成 し 、 配 管 先 端 に テ ー パ 面 １ ０ を 押 圧 固 定 す る こ と で ブ  
ロ ッ ク ４ 及 び 配 管 １ ０ ０ を 流 れ る 流 体 の 外 部 へ の 漏 洩 を 防 止 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 に 、 こ の よ う な 構 造 は コ ー ン ス レ ッ ド 継 手 と 呼 ば れ 、 配 管 １ ０ ０ の 先 端 に は 、 テ ー  
パ 面 １ ０ と 雄 ネ ジ １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 配 管 径 よ り 若 干 大 径 の 貫 通 孔 １ ４ ｃ を  
備 え 周 面 に 雄 ネ ジ 部 １ ４ ａ と 工 具 が 係 合 す る 六 角 部 １ ４ ｂ を 形 成 し た 固 定 部 材 １ ４ と 、 配  
管 １ ０ ０ の 雄 ネ ジ １ １ に 螺 合 す る ス ト ッ パ １ ５ を 配 管 １ ０ ０ の 先 端 に 取 り 付 け 、 図 に 示 す  
よ う に 、 配 管 先 端 の テ ー パ 面 １ ０ を ブ ロ ッ ク ４ の テ ー パ シ ー ル 部 ４ ０ に 押 圧 し 、 固 定 部 材  
１ ４ の 雄 ネ ジ １ ４ ａ を 、 ブ ロ ッ ク ４ の テ ー パ シ ー ル 部 ４ ０ よ り 開 放 端 側 の 取 付 空 間 ４ ２ の  
内 周 面 に 形 成 し た 雌 ネ ジ 部 ４ ３ に 螺 合 し 、 固 定 部 材 １ ４ の 先 端 が ス ト ッ パ １ ５ に 当 接 す る  
ま で 捩 じ 込 む こ と で テ ー パ シ ー ル 部 ４ ０ に テ ー パ 面 １ ０ が 当 接 し て シ ー ル さ れ る 構 造 と な  
っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な ブ ロ ッ ク 及 び 配 管 に よ る 接 続 は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 水 素 ス テ ー シ  
ョ ン の ユ ニ ッ ト な ど に 利 用 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る ユ ニ ッ ト で は 、 配 管 の 引  
き 抜 き ス ペ ー ス を 付 与 す る よ う に し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ９ － ２ ０ ３ ５ ７ ３ 号 公 報
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【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 ブ ロ ッ ク と 配 管 と の 接 合 に コ ー ン ス レ ッ ド 継 手 を 用 い る と 、 図 ７ に 示 す よ う に  
、 一 方 の ブ ロ ッ ク に 配 管 を 固 定 し た 後 、 他 方 の ブ ロ ッ ク の 固 定 部 材 で あ る ナ ッ ト を 締 め 付  
け る と 配 管 が 共 回 り し て し ま い 、 固 定 し た 側 の ブ ロ ッ ク に 対 す る 配 管 が 緩 む と い う 問 題 が  
あ っ た 。 ま た 、 施 工 後 の メ ン テ ン ナ ス 等 で 配 管 を ブ ロ ッ ク か ら 取 り 外 す 必 要 が あ る 場 合 、  
図 に 示 す 、 配 管 引 抜 代 Ｈ だ け 、 配 管 が 取 り 付 け ら れ て い る ブ ロ ッ ク を 移 動 さ せ る 必 要 が あ  
る と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 、 配 管 が 固 定 さ れ て い る ブ ロ ッ ク の 両 方 が 施 工 後 に 拘 束 さ  
れ て い る 場 合 に は 、 い ず れ か の ブ ロ ッ ク の 拘 束 を 解 除 す る 工 事 や 、 配 管 を 切 断 す る 等 の 作  
業 が 必 要 と な り 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 に 多 大 な 時 間 を 要 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 係 る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 ブ ロ ッ ク に 対 し 、 配 管 を 取 り 付 け る 際 に 、  
共 回 り に よ っ て 固 定 済 み の 配 管 の 緩 み の 発 生 を な く す と と も に 、 メ ン テ ナ ン ス 性 の 高 い 配  
管 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 に 係 る 配 管 は 、
　 内 部 に 流 路 と そ の 表 面 に 流 路 の 開 放 端 を 備 え た ブ ロ ッ ク 間 を 接 続 す る 、 少 な く と も ２ 本  
か ら な る 配 管 で あ っ て 、
　 一 端 側 が 、 前 記 ブ ロ ッ ク の 開 放 端 に 形 成 さ れ た テ ー パ シ ー ル 部 に 当 接 す る テ ー パ 面 及 び  
該 テ ー パ 面 よ り 他 端 側 に 形 成 さ れ た 雄 ネ ジ 部 を 備 え 、
　 他 端 側 が 、 外 向 き フ ラ ン ジ を 形 成 し 、 突 合 さ せ 端 面 間 に 円 環 状 ガ ス ケ ッ ト を 介 在 さ せ 、
　 一 方 の 他 端 側 に は 、 当 該 配 管 に 挿 通 さ れ る 周 面 に 雄 ネ ジ を 形 成 し 、 前 記 外 向 き フ ラ ン ジ  
を 当 接 す る 雄 ネ ジ 部 材 を 、 他 方 の 他 端 側 に は 、 当 該 配 管 に 挿 通 さ れ る 前 記 雄 ネ ジ に 螺 合 す  
る 雌 ネ ジ を 内 周 面 に 形 成 す る と と も に 、 前 記 外 向 き フ ラ ン ジ に 係 合 す る 内 向 き フ ラ ン ジ を  
形 成 し た 袋 ナ ッ ト 部 材 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 配 管 は 、 対 峙 す る ブ ロ ッ ク に テ ー パ 面 を 形 成 し た 配 管 の 一 端 を そ れ ぞ れ 固 定 し  
、 他 端 に 備 え た 雄 ネ ジ 部 材 と 袋 ナ ッ ト 部 材 を 結 合 す る こ と で 両 ブ ロ ッ ク を 連 結 す る 。 こ の  
際 、 両 配 管 は 他 端 側 で 雄 ネ ジ 部 材 と 袋 ナ ッ ト 部 材 と に よ り 結 合 さ れ 共 回 り に よ る 緩 み が 発  
生 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 場 合 に お い て 、 ブ ロ ッ ク に 接 続 さ れ る ２ 本 の 配 管 の 間 に 、 第 ３ の 配 管 を 配 備 し 、 該  
第 ３ の 配 管 は そ の 両 端 に は 、 外 向 き フ ラ ン ジ を 形 成 し 、 雄 ネ ジ 部 材 又 は 袋 ナ ッ ト 部 材 を 挿  
通 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に こ の 場 合 に お い て 、 第 ３ の 配 管 は 、 少 な く と も 一 方 の 外 向 き フ ラ ン ジ を 、 端 部 に  
後 付 け 可 能 に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 配 管 に よ れ ば 、 配 管 施 工 時 に 、 共 回 り に よ る 緩 み が 発 生 す る こ と が な く 、 ま た  
、 メ ン テ ナ ン ス 時 に お い て も 配 管 引 抜 代 だ け 、 配 管 の 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と な く 、 軸 に  
直 行 方 向 に 軸 の 直 径 寸 法 程 度 移 動 さ せ る だ け で 配 管 を 取 り 外 す こ と が で き る 。 さ ら に 、 第  
３ の 配 管 を 配 備 す る と き は 、 先 に 第 ３ の 配 管 を 外 す こ と で 、 ブ ロ ッ ク は 一 切 移 動 さ せ る こ  
と な く 、 ブ ロ ッ ク か ら 配 管 を 取 り 外 し 可 能 な 配 管 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 配 管 を 使 っ て 対 峙 す る ブ ロ ッ ク を 連 結 し た 状 態 を 示 す 一 部 切 り 欠 き の 断  
面 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 同 配 管 と ブ ロ ッ ク と の 接 続 部 を 示 す 一 部 断 面 の 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 配 管 同 士 の 接 続 部 を 示 し 、 （ ａ ） は 雄 ネ ジ 部 材 と 袋 ナ ッ ト 部 材 を 締 結 し た 状 態  
を 示 す 一 部 切 り 欠 き の 断 面 平 面 図 、 （ ｂ ） は 締 結 を 解 除 し た 状 態 を 示 す 一 部 切 り 欠 き の 断  
面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 配 管 の 第 ２ 実 施 例 を 示 し 、 （ ａ ） は 第 ３ 配 管 の 両 端 に 雄 ネ ジ 部 材 を 、 （ ｂ ） は  
第 ３ 配 管 に 雄 ネ ジ 部 材 と 袋 ナ ッ ト 部 材 と を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 一 部 切 り 欠 き の 断 面 平 面  
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 配 管 の 第 ２ 実 施 例 の 変 形 例 を 示 す 一 部 切 り 欠 き の 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 配 管 の 第 ３ 実 施 例 を 示 し 、 （ ａ ） は 第 ３ 配 管 の 両 端 に 雄 ネ ジ 部 材 を 取 り 付 け た  
断 面 平 面 図 、 （ ｂ ） は 一 方 の 外 向 き フ ラ ン ジ を 取 り 外 し た 状 態 を 示 す 一 部 切 り 欠 き の 断 面  
平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 配 管 を 示 し ， （ ａ ） は ブ ロ ッ ク へ の 取 付 け 時 に 共 回 り す る 状 態 を 、 （ ｂ ）  
は 配 管 と ブ ロ ッ ク と の 接 続 部 を 示 す 一 部 切 り 欠 き の 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 配 管 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 こ  
の 実 施 例 に 記 載 さ れ て い る 構 成 部 品 の 形 状 、 そ の 相 対 的 配 置 等 は 特 に 特 定 的 な 記 載 が な い  
限 り は 、 こ の 発 明 の 範 囲 を そ れ に 限 定 す る 趣 旨 で は な く 、 単 な る 説 明 例 に 過 ぎ な い 。 ま た  
、 便 宜 的 に 図 面 上 で の 方 向 に よ っ て 部 材 等 の 方 向 を 上 下 左 右 と 指 称 す る こ と が あ る が 、 こ  
れ ら は 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
＜ 実 施 形 態 １ ＞
　 図 １ ～ 図 ３ に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 １ は 、 本 発 明 の 配 管 １ Ａ 、 １ Ｂ を 使  
っ て 対 峙 す る ブ ロ ッ ク ４ を 連 結 し た 状 態 を 示 す 一 部 切 り 欠 き の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 配 管 は 、 一 端 が ブ ロ ッ ク ４ の テ ー パ シ ー ル 部 ４ ０ に 当 接 し 、 内 部 流 体 の 漏 洩 を  
防 止 す る 所 謂 コ ー ン ス レ ッ ド 継 手 の オ ス 部 分 を 形 成 し 、 他 端 が 環 状 ガ ス ケ ッ ト １ ３ と ネ ジ  
部 材 で 締 結 す る 継 手 構 造 と か ら 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 内 部 に  
流 路 ４ １ と そ の 表 面 に 流 路 ４ １ の 開 放 端 ４ ａ を 備 え た ブ ロ ッ ク ４ 、 ４ 間 を 接 続 す る 、 少 な  
く と も ２ 本 か ら な る 配 管 １ で あ っ て 、 ブ ロ ッ ク ４ と 接 続 さ れ る 一 端 側 は 共 通 構 造 で あ っ て  
、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ブ ロ ッ ク ４ の 開 放 端 ４ ａ に 形 成 さ れ た テ ー パ シ ー ル 部 ４ ０ に 当 接 す  
る テ ー パ 面 １ ０ 及 び テ ー パ 面 １ ０ よ り 他 端 側 に 形 成 さ れ た 雄 ネ ジ 部 １ １ を 備 え て い る 。 雄  
ネ ジ 部 １ １ に は 、 従 来 例 と 同 様 に ス ト ッ パ １ ５ が 螺 合 さ れ 、 配 管 １ の 径 よ り 若 干 大 径 の 貫  
通 孔 １ ４ ｃ を 備 え 周 面 に 雄 ネ ジ 部 １ ４ ａ と 工 具 が 係 合 す る 二 面 幅 や 六 角 形 状 の 係 合 部 １ ４  
ｂ を 形 成 し た 固 定 部 材 １ ４ を 配 管 １ に 挿 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 配 管 １ の 他 端 側 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 継 手 構 造 と な っ て い る 。 配 管 １ Ａ の 他 端 側 は 、  
外 向 き フ ラ ン ジ １ ２ を 形 成 し 、 突 合 さ せ 端 面 間 に 円 環 状 ガ ス ケ ッ ト １ ３ を 介 在 さ せ 、 当 該  
配 管 に 挿 通 さ れ る 周 面 に 雄 ネ ジ ２ ０ を 形 成 し 、 外 向 き フ ラ ン ジ １ ２ を 当 接 す る 雄 ネ ジ 部 材  
２ が 配 備 さ れ て い る 。 配 管 １ Ｂ の 他 端 側 に は 、 配 管 １ Ａ の 他 端 側 と 同 形 状 の 外 向 き フ ラ ン  
ジ １ ２ を 形 成 し 、 当 該 配 管 に 挿 通 さ れ る 雄 ネ ジ ２ ０ に 螺 合 す る 雌 ネ ジ ３ ０ を 内 周 面 に 形 成  
す る と と も に 、 外 向 き フ ラ ン ジ １ ２ に 係 合 す る 内 向 き フ ラ ン ジ ３ １ を 形 成 し た 袋 ナ ッ ト 部  
材 ３ を 備 え て い る 。 内 向 き フ ラ ン ジ ３ １ と 配 管 １ Ｂ の 外 向 き フ ラ ン ジ １ ２ と の 間 に は 、 共  
回 り を 防 止 す る 共 回 り 防 止 部 材 ３ ２ （ 例 え ば 、 ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ 等 ） が 配 設 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 ブ ロ ッ ク ４ 、 ４ の 連 結 に は 、 そ れ ぞ れ の ブ ロ ッ ク ４ 、 ４ に 配 管 １ Ａ  
、 １ Ｂ の コ ー ン ス レ ッ ド 継 手 側 を 取 り 付 け る 。 ま ず 、 従 来 例 と 同 様 に 、 配 管 １ の 先 端 の テ  
ー パ 面 １ ０ を ブ ロ ッ ク ４ の テ ー パ シ ー ル 部 ４ ０ に 押 圧 し 、 固 定 部 材 １ ４ の 雄 ネ ジ １ ４ ａ を  
、 ブ ロ ッ ク ４ の テ ー パ シ ー ル 部 ４ ０ よ り 開 放 端 側 の 取 付 空 間 ４ ２ の 内 周 面 に 形 成 し た 雌 ネ  
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ジ 部 ４ ３ に 螺 合 し 、 固 定 部 材 １ ４ の 先 端 が ス ト ッ パ １ ５ に 当 接 す る ま で 捩 じ 込 む こ と で テ  
ー パ シ ー ル 部 ４ ０ に テ ー パ 面 １ ０ が 当 接 し て シ ー ル さ れ る 構 造 と な っ て い る 。 テ ー パ シ ー  
ル 部 と テ ー パ 面 の 角 度 は 、 例 え ば テ ー パ シ ー ル 部 の 拡 開 角 度 θ １ が ６ ０ ° と し た と き 、 テ  
ー パ 面 の 拡 開 角 度 θ ２ が ５ ９ ° と 若 干 鋭 角 に 仕 上 げ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ブ ロ ッ ク ４ 、 ４ に 配 管 １ Ａ 、 １ Ｂ を 固 定 し た 後 、 配 管 の 他 端 側 を 突 き 合 わ せ 、 雄 ネ ジ 部  
材 ２ と 袋 ナ ッ ト 部 材 ３ と を 螺 合 す る こ と で 、 突 合 さ せ 端 面 間 に 配 設 し た 円 環 状 ガ ス ケ ッ ト  
１ ３ を 所 定 の 力 で 押 し 潰 し 、 配 管 １ の 内 部 を 通 過 す る 流 体 の 外 部 へ の 漏 洩 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 メ ン テ ナ ン ス 等 に よ っ て 、 配 管 １ を ブ ロ ッ ク ４ か ら 外 す 必 要 が 生 じ た と き は 、  
雄 ネ ジ 部 材 ２ と 袋 ナ ッ ト 部 材 ３ と の 螺 合 を 解 除 し 、 配 管 １ の 径 寸 法 だ け 配 管 １ の 軸 に 直 行  
す る 方 向 い ず れ か の ブ ロ ッ ク ４ を 移 動 さ せ る だ け で 、 配 管 １ を ブ ロ ッ ク ４ か ら 取 り 外 す こ  
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
＜ 実 施 形 態 ２ ＞
　 図 ４ ～ 図 ５ に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 ４ は 、 本 発 明 の 配 管 １ Ａ 、 １ Ｂ 、 １  
Ｃ を 使 っ て 対 峙 す る ブ ロ ッ ク ４ を 連 結 し た 状 態 を 示 す 一 部 切 り 欠 き の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 第 １ 実 施 形 態 の 配 管 １ Ａ と 配 管 １ Ｂ と の 間 に さ ら 第 ３ の 配 管 １ Ｃ を 配 設  
し て 構 成 さ れ る も の で 、 配 管 １ Ａ 及 び 配 管 １ Ｂ と ブ ロ ッ ク ４ と の 接 続 に 関 し て は 第 １ 実 施  
形 態 と 同 様 で あ り 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 配 管 １ Ａ と 配 管 １ Ｂ と の 間 に 配 設 さ れ る 第 ３ の 配 管 １ Ｃ は 、 そ の 両 端 に 外 向 き フ ラ ン ジ  
１ ２ を 配 備 す る と と も に 、 雄 ネ ジ 部 材 ２ 又 は 袋 ナ ッ ト 部 材 ３ の い ず れ か を 配 備 す る 。 図 ４  
（ ａ ） で は 、 両 端 共 に 雄 ネ ジ 部 材 ２ を 、 同 図 （ ｂ ） で は 一 方 に 雄 ネ ジ 部 材 ２ 、 他 方 に 袋 ナ  
ッ ト 部 材 ３ を 配 備 し た 例 を 示 す が 、 こ れ は 、 配 管 １ Ａ 、 １ Ｂ の 端 部 に 配 備 さ れ て い る 継 手  
部 材 が 、 雄 ネ ジ 部 材 ２ か 袋 ナ ッ ト 部 材 ３ か に よ っ て 適 宜 決 定 さ れ る も の で あ る 。 本 実 施 形  
態 を 採 用 す る 場 合 、 配 管 １ Ａ と 配 管 １ Ｂ と は 、 他 端 側 に 配 備 す る 継 手 部 材 を 雄 ネ ジ 部 材 ２  
か 袋 ナ ッ ト 部 材 ３ か の い ず れ か に 統 一 す る こ と が で き る 。 ま た 、 配 管 の 長 さ に 関 し て は 、  
配 管 Ｃ の 長 さ を 変 更 す る こ と で 対 応 す れ ば 、 配 管 １ Ａ と 配 管 １ Ｂ と は 全 く 同 じ 部 品 と し て  
部 品 の 統 一 化 を 図 り コ ス ト 削 減 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 配 管 １ Ｃ は 、 両 端 に 外 向 き フ ラ ン ジ １ ２ が 形 成 さ れ る た め 、 雄 ネ ジ 部 材 ２ と 袋 ナ ッ ト 部  
材 ３ を 取 り 付 け る た め に 中 央 付 近 で 分 割 構 造 と し て 、 溶 接 等 に よ る 接 合 手 段 を 用 い て 配 管  
１ Ｃ を 構 成 し て い る 。 ま た 、 雄 ネ ジ 部 材 ２ と 袋 ナ ッ ト 部 材 ３ と を 二 分 割 構 造 と す る こ と も  
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 配 管 １ Ａ と 配 管 １ Ｂ と の 間 に 第 ３ の 配 管 １ Ｃ を 配 設 す る 本 実 施 形 態 で は 、 ブ ロ ッ ク ４ の  
連 結 時 、 メ ン テ ナ ン ス で 配 管 １ を 取 り 外 す 際 、 い ず れ の 場 合 に お い て も ブ ロ ッ ク ４ を 移 動  
さ せ る 必 要 が な く 、 特 に 、 施 工 後 に ブ ロ ッ ク ４ が 固 定 さ れ た 施 設 で あ っ て も 容 易 に メ ン テ  
ナ ン ス 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 配 管 １ Ｃ を 任 意 の 角 度 に 屈 曲 さ せ て 使 用 す る こ と で 、 ブ ロ  
ッ ク ４ の 開 放 端 が 向 き 合 っ て い な い 等 、 い び つ な 施 工 現 場 に お い て も ブ ロ ッ ク 同 士 の 連 結  
を 容 易 に 行 う こ と が で き 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 も ス ム ー ズ に 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
＜ 変 形 例 ＞
　 図 ６ に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 。 図 ６ （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の 配 管 １  
Ｃ の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 こ の 変 形 例 は 、 第 ３ の 配 管 １ Ｃ の 少 な く と も 一 方 の 外 向 き フ ラ ン ジ １ ２ が 端 部 に 後 付 け  
可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ に 示 す 例 で は 、 配 管 １ Ｃ の 一 旦 に 段 差 部 １ ６ を 設 け 、 小 径 部 に 雄 ネ ジ １ ７ を 刻 設 す  
る 。 本 実 施 形 態 の 外 向 き フ ラ ン ジ は 、 内 周 面 に 小 径 部 の 雄 ネ ジ １ ７ に 螺 合 す る 雌 ネ ジ １ ８  
を 備 え た 円 環 状 部 材 １ ２ Ａ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 円 環 状 部 材 １ ２ Ａ の 配 管 １ Ｃ へ の 取 り 付 け は 、 ネ ジ に よ る 螺 合 の 他 に 、 締 り 嵌 め に よ る  
嵌 合 や 、 溶 接 に よ る 固 定 で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 、 外 向 き フ ラ ン ジ を 後 付 け 可 能 に 構 成 す る こ と で 、 配 管 を 溶 接 で 繋 ぐ 必 要 が  
な く 、 溶 接 不 良 に よ っ て 生 じ る 流 体 の 外 部 へ の 漏 洩 を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 配 管 は 、 流 路 を 備 え た ブ ロ ッ ク の 連 結 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る ほ か 、  
既 存 の コ ー ン ス レ ッ ド 継 手 を 使 っ た 設 備 の 置 き 換 え 需 要 に も 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１       配 管
１ ０     テ ー パ 面
１ １     雄 ネ ジ 部
１ ２     外 向 き フ ラ ン ジ
１ ２ Ａ   円 環 状 部 材
２       雄 ネ ジ 部 材
２ ０     雄 ネ ジ
３       袋 ナ ッ ト 部 材
３ ０     雌 ネ ジ
３ １     内 向 き フ ラ ン ジ
４       ブ ロ ッ ク
４ ０     テ ー パ シ ー ル 部
４ １     流 路
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

20

30

40

50

JP 2024-120198 A 2024.9.5(7)

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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